
第
二
章　
　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保
障
共
同
体
に
向
け
て

　
　
　
　
　

―
現
況
と
課
題
―

菊
池　

努
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一　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保
障
共
同
体
の
目
指
す
も
の

二
〇
一
五
年
に
地
域
共
同
体
の
創
設
を
目
指
す
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
共
同
体
構
想
の
三
つ
の
柱
の
ひ
と
つ

に
政
治
安
全
保
障
共
同
体
（
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
就
任
を
控

え
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
の
第
九
回
首
脳

会
議
で
採
択
し
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
第
二
協
和
宣
言
」
で
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
治
・
安
全
保
障
上
の
協
力

を
高
い
水
準
に
引
き
上
げ
る
」
た
め
に
安
全
保
障
共
同
体
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
を
創
設
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
翌

二
〇
〇
四
年
一
一
月
の
第
一
〇
回
首
脳
会
議
で
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
の
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
行
動
計
画

（
Ｖ
Ａ
Ｐ
）
を
策
定
し
た
。
そ
の
後
Ｖ
Ａ
Ｐ
に
従
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
防
大
臣
会
議
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
）
を
設
置

す
る
な
ど
、
構
想
の
具
体
化
を
進
め
て
い
る
（
な
お
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
当
初
Ａ
Ｓ
Ｃ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
を
策
定
中
の
二
〇
〇
七
年
に
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
Ａ

Ｐ
Ｓ
Ｃ
に
統
一
す
る
）。

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
奇
妙
な
地
域
構
想
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
的
な
自
己
評
価
も
、
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
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想
を
推
進
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
研
究
の
専
門
家
た
ち
の
見
解
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
安
全
保
障
共
同
体
に

極
め
て
類
似
し
た
地
域
制
度
に
発
展
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
一
九
六
七
年
の
発
足
以
来
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
間
で
は
長
い
間
軍
事
紛
争
が
発
生
し
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
間
で
は
、「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
ウ
ェ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
固
有
の
制
度
運
用
の
方
式
が
功
を
奏
し
、
加
盟
諸
国
間
の
相
互
信
頼

が
高
ま
り
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
規
範
が
共
有
化
さ
れ
て
き
た
と
こ
れ
ら
の
専
門
家
は
主
張
し
て

い
る
。
で
は
な
ぜ
い
ま
改
め
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
地
域
共
同
体
の
柱
の
ひ
と
つ
に
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
据
え
、
そ
の

実
現
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
背
景
、
狙
い
、
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。

本
章
で
は
、Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
を
二
つ
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。
ひ
と
つ
は
加
盟
諸
国
間
の
関
係
で
あ
る
。

国
際
関
係
論
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
安
全
保
障
共
同
体
と
は
、
複
数
の
諸
国
の
間
で
紛
争
の
平
和
的
解

決
（
武
力
不
行
使
）
の
規
範
が
共
有
さ
れ
た
状
態
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
を
国
際
関
係
論

の
テ
キ
ス
ト
に
盛
ら
れ
て
い
る
安
全
保
障
共
同
体
形
成
の
構
想
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
一
〇
カ
国
に
拡
大

し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
間
の
不
戦
体
制
の
基
盤
は
い
ま
だ
脆
弱
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
、
安
保
共
同
体
の
原
初
的
な
問
題
に
取
り
組
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
意
思
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
採
択
な
ど
に
見
ら
れ
る
国
内
制
度
共
通
化
（
民
主
主
義
な

ど
の
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
社
会
的
価
値
の
共
有
）
と
、具
体
的
な
分
野
（
と
く
に
「
非
伝
統
的
な
安
全
保
障
分
野
」）
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で
の
加
盟
諸
国
間
の
共
同
行
動
の
実
施
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
着
目
し
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
域
外
諸
国
（
大
国
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は
大
国
の
利

害
が
複
雑
に
絡
み
合
う
地
域
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
大
国
が
関
与
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ず
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
構
築
に
は
域
外
諸
国
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
制
度
設
計
を

す
る
か
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
大
国
を
加
え
た
制
度
を
設
計
し
た
結
果
、
大
国
が
主
導

す
る
国
際
関
係
が
東
南
ア
ジ
ア
に
形
成
さ
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
運
命
が
大
国
政
治
に
翻
弄
さ
れ
る
事

態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
大
国
が
関
与
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か

で
、
大
国
間
の
権
力
政
治
の
激
化
に
よ
る
地
域
の
安
全
保
障
環
境
の
悪
化
を
防
ぎ
つ
つ
、
同
時
に
大
国
相

互
を
牽
制
さ
せ
、
そ
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
自
立
性
と
主
導
性
を
確
保
し
、
自
ら
が
主
体

と
な
っ
た
地
域
秩
序
を
構
築
す
る
と
い
う
課
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
は
第
一
義
的
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
間
の
問
題
で
あ
り
、
加
盟
諸
国
間
の
政

治
制
度
の
共
通
化
と
国
境
を
越
え
た
脅
威
な
ど
へ
の
具
体
的
な
共
同
行
動
（
安
保
協
力
）
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
加
盟
諸
国
間
の
信
頼
醸
成
と
国
境
を
越
え
た
脅
威
へ
の
共
同
対
処
能
力
を
高
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
不
戦
体
制
の
基
盤
を
固
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
と

加
盟
諸
国
の
結
束
を
基
盤
に
、
国
際
関
係
が
流
動
化
し
大
国
の
利
害
が
錯
綜
す
る
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
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境
に
お
い
て
、
大
国
間
関
係
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
側
か
ら
制
御
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
と
自
主
性
を
回

復
し
、
新
し
い
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
の
主
要
な
担
い
手
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
引
き
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
試
み
で
あ
る
。

新
し
い
課
題
に
取
り
組
む
に
は
新
し
い
制
度
を
必
要
と
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
間
の
制
度
と
し

て
新
た
に
考
案
さ
れ
た
の
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
採
択
や
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
設
置
で
あ
り
、
域
外
諸
国
と
の
新

た
な
関
係
を
樹
立
す
る
仕
組
み
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
、
日
米
中
印
な
ど
の
域
外
諸
国
の
国
防
担
当
大

臣
を
含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
国
防
大
臣
会
議
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
）
な
ど
の
制
度
で
あ
る
。

前
者
は
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
に
基
づ
く
国
内
制
度
の
共
通
化
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
支
え
る
国
内
的
な

基
盤
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で
の
共
同
行
動
に
よ
っ
て
加
盟
諸
国
間
の

信
頼
醸
成
と
共
同
対
処
能
力
を
高
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
を
よ
り
高
い
次
元
に
引
き
上
げ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
な
ど
で
の
域
外
諸
国
と
の
安
保

協
力
と
並
行
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
を
軸
に
し
た
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
に
域
外
諸
国
を
関
与
さ
せ
、
域
外
諸
国
の

資
源
を
活
用
し
て
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
基
盤
を
強
化
し
つ
つ
（
安
全
保
障
の
分
野
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
を
深
化
さ

せ
る
た
め
の
資
源
を
域
外
諸
国
か
ら
確
保
す
る
）、
大
国
間
関
係
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
側
か
ら
制
御
し
よ
う
と

す
る
制
度
で
あ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
は
、
か
つ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
域
外
諸
国
を
東
南
ア
ジ
ア
の
国
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際
関
係
に
関
与
さ
せ
、
そ
の
資
源
を
東
南
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
に
利
用
し
つ
つ
、
大
国
間
関
係
を
制
御

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
結
束
を
基
盤
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か
で
の
主
導
性
を
確
保
す
る
仕
組
み

と
し
て
考
案
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相
会
議
（
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
と
類
似
し
た
制
度
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

二　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保
障
共
同
体
構
想
の
経
緯
と
構
想
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画

経
緯

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
基
に
な
る
構
想
が
最
初
に
提
示
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
三
年
は
じ
め
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
そ
の
提
唱
国
で
あ
っ
た
。
同
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
長
国
を
務
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
な
か
に

は
、
議
長
国
へ
の
就
任
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
政
治
経
済
的
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
に
国
内
問
題
に

目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
同
国
が
混
乱
を
収
拾
し
、
国
際
問
題
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
の
問
題
に
関

与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
。
内
外
の
関
係

者
を
交
え
て
検
討
し
た
結
果
生
ま
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
強
化
策
が
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
提
案
の
背
景
に
は
い
く
つ
か
の
国
際
関
係
の
変
化
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
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Ｎ
自
身
の
問
題
で
あ
る
。
一
〇
カ
国
に
拡
大
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
結
束
力
が
衰
え
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
抱
え

る
問
題
へ
の
対
処
能
力
に
国
際
社
会
か
ら
疑
念
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
盟
主
た
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
政
治
経
済
的
混
乱
は
こ
う
し
た
見
方
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
域
内
、

国
際
的
な
役
割
の
低
下
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
再
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の
変
化
で
あ
る
。
中
国
や
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
、
日
本
の

安
全
保
障
上
の
役
割
の
変
化
、
九
・一
一
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
の
変
化
な
ど
が
ア
ジ
ア
の
国
際
関

係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
大
国
間
関
係
の
変
化
に
備
え
た
体
制
作
り
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
求
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
う
地
域
制
度
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
そ
の
役
割
を
低
下
さ
せ
、
東
南
ア
ジ
ア
は
大
国
間
関

係
に
大
き
く
依
存
す
る
地
域
に
な
る
危
険
も
あ
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
再
強
化
に
は
、
従
来
の
経
済
協
力

を
中
心
に
し
た
制
度
運
用
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
こ
れ
ま
で
直
接
関
与

す
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
安
全
保
障
の
分
野
で
の
域
内
協
力
を
進
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
制
度
強
化
を
図
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
制
度
強
化
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
深
刻
に
な
っ
て
き
た
、
テ
ロ
や
海
洋
の

安
全
保
障
、
海
賊
な
ど
の
問
題
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
対
処
能
力
を
高
め
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
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た
、
安
全
保
障
面
で
の
制
度
強
化
は
、
大
国
間
の
政
治
安
全
保
障
関
係
が
変
動
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お

い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
う
地
域
制
度
が
影
響
力
を
維
持
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
新
し
い
秩
序
形
成
に
役
割

を
演
じ
る
う
え
で
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
構
想
は
野
心
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
国
の
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
に
は
、
民
主
化
の
促
進

や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
平
和
維
持
軍
の
創
設
、
海
事
監
視
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
合
意
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
同
国
は
多
く
の
提
案
を
取
り
下
げ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
民
主
主
義
や
人
権
擁
護
の
規
範
の
導
入
、
内
政
不
干
渉
原
則
や
主
権
の
尊
重
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
公
式
な
ど
の
伝
統
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ウ
ェ
イ
の
見
直
し
を
迫
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
提
案
に
加

盟
諸
国
の
な
か
に
は
強
く
抵
抗
す
る
国
が
あ
っ
た
。

し
か
し
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
設
立
す
る
と
い
う
構
想
自
体
は
生
き
残
り
、
二
〇
〇
三
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会

議
で
採
択
さ
れ
た
第
二
協
和
宣
言
の
な
か
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
構
想
の
三
つ
の
柱
の
ひ
と
つ
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
合
意
を
受
け
て
、
翌
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
ラ
オ
ス
で
開
催
さ
れ
た
首

脳
会
議
で
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
実
現
す
る
た
め
の
一
連
の
行
動
計
画
で
あ
る
Ｖ
Ａ
Ｐ
が
採
択
さ
れ
た
。
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Ｖ
Ａ
Ｐ
の
概
要

Ｖ
Ａ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
目
的
は
総
合
的
な
政
治
お
よ
び
安
全
保
障
上
の
協
力
を
通
じ
た
東
南

ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
、
民
主
主
義
お
よ
び
繁
栄
の
強
化
に
あ
る
。
Ｖ
Ａ
Ｐ
で
は
五
つ
の
重
点
協
力

分
野
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
大
き
く
分
け
れ
ば
、
ひ
と
つ
は
加
盟
諸
国
の
国
内
政
治
社
会

制
度
に
関
わ
る
も
の
、
も
う
ひ
と
つ
は
域
外
諸
国
と
の
関
係
で
あ
る
。（
一
）
政
治
的
発
展
―
政
治
制
度
、

人
権
、
自
由
な
情
報
の
流
れ
、
法
の
支
配
、
司
法
制
度
、
法
制
イ
ン
フ
ラ
、
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
な

ど
国
内
制
度
の
整
備
、（
二
）
規
範
の
形
成
と
共
有
―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
制
定
の
準
備
、
東
南
ア
ジ
ア
友

好
協
力
条
約
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
へ
の
域
外
諸
国
加
盟
の
奨
励
、
東
南
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
条
約
議
定
書
へ
の

核
保
有
国
の
署
名
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
と
域
外
諸
国
と
の
関
係
を
律
す
る
規
範
や
ル
ー
ル
の
整
備
、

（
三
）
紛
争
予
防
―
軍
事
関
係
者
の
交
流
、
Ａ
Ｒ
Ｆ
プ
ロ
セ
ス
の
強
化
、
国
際
犯
罪
と
の
戦
い
な
ど
、
個

別
分
野
で
の
域
内
お
よ
び
域
外
協
力
の
強
化
、
紛
争
予
防
能
力
の
強
化
、（
四
）
紛
争
解
決
―
国
内
の
平

和
維
持
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
共
同
紛
争
管
理
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
紛
争
へ
の
集
団
的
な
対
応
力
の
強
化
、

（
五
）
紛
争
後
の
平
和
構
築
―
人
道
支
援
、
人
的
資
源
の
開
発
で
あ
る
。

実
施
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
外
相
会
議
が
具
体
策
の
検
討
に
あ
た
る
。
ま
た
、
新
た
に
採
択
さ
れ

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
理
事
会
の
も
と
に
部
門
別
閣
僚
会
議
を
設
置
し
、
Ａ
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Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
常
駐
代
表
委
員
会
（
共
同
体
に
向
け
て
の
作
業
支
援
）
と
事
務
局
が
こ
の
活
動
を
支
援
す
る
形

に
な
っ
て
い
る
（
四
人
の
事
務
次
長
の
う
ち
三
人
が
政
治
安
保
、
経
済
、
社
会
文
化
三
つ
の
共
同
体
構
想
の
そ

れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
）。

ま
た
、
紛
争
の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
国
防
相
の
会
合
を
開
始
す
る
た
め
に
、
会

合
の
運
営
方
式
や
議
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
後
検
討
を
経
て
、
二
〇
〇
六
年
五
月
に

は
じ
め
て
の
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
が
開
催
さ
れ
、
毎
年
定
期
的
に
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

三　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
間
の
課
題
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保
障
共
同
体

安
全
保
障
共
同
体
の
形
成
と
国
内
価
値
の
共
通
化

国
際
関
係
論
の
一
般
的
理
解
に
よ
れ
ば
、（
多
元
的
）
安
全
保
障
共
同
体
と
は
、
複
数
の
国
家
（「
多
元

的
」
と
い
う
こ
と
）
の
間
に
紛
争
の
平
和
的
解
決
や
武
力
不
行
使
の
規
範
が
共
有
さ
れ
て
い
る
状
態
を
指

す
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
と
い
っ
た
場
合
、
基
本
的
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
間
の
問
題
で
あ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
間
に
武
力
不
行
使
の
期
待
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
成
立
の
条
件
に
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な
る
。
逆
に
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
創
設
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
間
に

武
力
行
使
へ
の
懸
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
提
案
（
例

え
ば
こ
の
構
想
の
提
案
者
の
一
人
で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
リ
ザ
ー
ル
・
ス
ク
マ
論
文
（R

izal 2003

）
や
Ａ
Ｐ
Ｓ

Ｃ
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
文
書
）
の
な
か
で
は
、そ
う
し
た
懸
念
は
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
安
保
共
同
体
に
近
い
と
い
う
認
識
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

と
す
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
提
唱
す
る
安
全
保
障
共
同
体
と
は
、
国
際
関
係
論
の
教
科
書
で
い
う
と
こ

ろ
の
安
全
保
障
共
同
体
と
は
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
そ
の
創
設
以
来
「
不
戦
共

同
体
化｣

に
努
め
成
果
を
挙
げ
て
き
た
が
、リ
ザ
ー
ル
は
こ
れ
を「
客
観
的
な
条
件
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
」

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
以
下
で
は
ま
ず
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
間
の
関
係
と
し
て
の
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
側
面
を
検
討
し
た
い
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
構
想
で
特
徴
的
な
の
は
、
三
つ
の
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
、
民
主

主
義
や
人
権
擁
護
の
規
範
の
導
入
で
あ
る
。
第
二
は
、
総
合
安
全
保
障
の
考
え
方
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

広
義
に
は
経
済
の
問
題
を
含
む
総
合
的
な
安
全
保
障
共
同
体
の
確
立
が
模
索
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第

三
は
、
加
盟
諸
国
間
の
信
頼
を
さ
ら
に
深
め
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
、

安
全
保
障
の
具
体
的
な
問
題
、
と
く
に
海
洋
協
力
や
テ
ロ
な
ど
の
国
境
を
越
え
た
脅
威
（
非
伝
統
的
な
安
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全
保
障
分
野
の
課
題
）
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
同
し
て
対
処
で
き
る
能
力
を
強
化
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
（
多
元
的
）
安
全
保
障
共
同
体
の
理
論
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
複
数
の
国
家
が
存
在
す
る
場
合

に
、
そ
の
国
家
の
間
に
武
力
の
不
行
使
や
紛
争
の
平
和
的
解
決
へ
の
期
待
が
共
有
さ
れ
る
に
は
、
二
つ
の

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
国
家
間
の
関
係
を
律
す
る
規
範
が
各
国

（
お
も
に
各
国
の
対
外
政
策
の
決
定
に
関
与
す
る
政
治
エ
リ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ

の
場
合
に
は
、
各
国
の
国
内
政
治
的
価
値
（
例
え
ば
民
主
的
な
政
治
体
制
や
人
権
の
擁
護
）
に
は
必
ず
し
も

共
通
性
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
極
端
に
い
え
ば
、
独
裁
国
同
士
の
間
で
紛
争
の
平
和
的
解
決
と

い
う
国
家
間
関
係
を
律
す
る
規
範
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
実
際
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
安
全
保
障

共
同
体
に
近
い
存
在
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
学
者
は
、
国
内
政
治
的
価
値
の
共
通
性
よ
り
も
、
緊
密
な
対

話
を
通
じ
て
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
国
家
間
関
係
を
律
す
る
規
範
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
指
導
者
や
社
会

エ
リ
ー
ト
層
の
間
で
内
部
化
さ
れ
、
拘
束
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
固
有
の
組
織
原
理
や
運
営
方
式
（「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ウ
ェ
イ
」）
が
規
範
の
共
有
に
寄
与
し
た
と
指
摘
し

て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
国
家
間
関
係
の
規
範
の
内
部
化
・
共
有
化
を
、
関
係
諸
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国
の
国
内
政
治
社
会
的
価
値
を
共
通
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
一
般
に

は
、民
主
主
義
や
人
権
の
擁
護
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
な
国
内
価
値
を
関
係
諸
国
が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
々
の
間
の
国
境
を
越
え
た
相
互
交
流
や
自
由
な
情
報
の
交
流
が
拡
大
し
、
相
互
理
解
と
協
力
が
促
進
さ

れ
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
規
範
が
社
会
に
根
づ
き
、
国
家
間
の
武
力
紛
争
の
可
能
性
が
な
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
安
全
保
障
共
同
体
が
安
定
す
る
に
は
、
関
係
諸
国
の
間
に
自
由
で
開
か
れ
た

政
治
社
会
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
構
想
に
は
、こ
の
後
者
の
考
え
方
が
濃
厚
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
リ
ザ
ー
ル（R

izal 

2003

）
ら
の
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
議
論
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
民
主
主
義
や
人
権
と
い
っ
た
価
値
を
共
有
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
Ｖ
Ａ
Ｐ
に
盛
ら
れ
た

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
課
題
に
は
「
政
治
的
発
展
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
民
主
的
な
政
治
制
度
の
拡
充
、
人

権
の
擁
護
、
自
由
な
情
報
の
交
流
、
法
の
支
配
の
徹
底
、
司
法
制
度
の
強
化
、
法
制
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
規
範
の
形
成
と
共
有
」
の
項
目
で
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
法
的
性
格
を
付
与
す
る
憲
章
制
定
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ

Ｃ
構
想
に
は
、
法
的
な
規
制
力
を
持
つ
憲
章
の
制
定
に
よ
っ
て
加
盟
国
の
国
内
制
度
（
民
主
主
義
や
人
権

規
範
）
の
共
通
化
を
実
現
し
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
規
範
の
共
有
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
不
戦
体
制
化
）
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を
支
え
る
国
内
的
基
盤
を
強
化
し
よ
う
い
う
狙
い
が
あ
る
。

こ
の
構
想
は
、
右
に
述
べ
た
、
国
際
関
係
論
の
標
準
的
解
釈
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
の
安
全
保
障
共
同
体

の
形
成
を
促
す
諸
要
因
と
符
合
す
る
。
安
全
保
障
共
同
体
は
、
原
理
的
に
は
複
数
の
諸
国
間
に
紛
争
の
平

和
的
解
決
の
規
範
が
共
有
さ
れ
て
い
る
状
態
を
指
す
が
、
そ
う
し
た
関
係
を
安
定
化
さ
せ
る
に
は
、
国
内

に
お
け
る
自
由
で
民
主
主
義
的
な
政
治
体
制
が
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で

民
主
主
義
や
人
権
規
範
を
内
包
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
作
成
と
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
は
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
。
民
主
主
義
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
の
推
進
を
盛
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
が
策
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
各
国
の
国
内
政
治
に
影
響
を
与
え
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
国
内
基
盤
の
共
通
化
に
寄
与
す
る
と
の
期
待
が

あ
る
。
実
際
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
主
要
な
提
唱
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
作
成
の
過
程

で
民
主
主
義
や
人
権
の
擁
護
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
共
通
の
目
標
に
掲
げ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。

非
伝
統
的
安
全
保
障
問
題
へ
の
共
同
対
処
能
力
の
強
化

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
に
は
し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
固
有
の
側
面
も
あ
る
。
右
に
指
摘
し
た
第
二
の
側
面
で
あ

る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
に
特
徴
的
な
の
は
、
総
合
安
全
保
障
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
武
力
行
使
な
き
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
構
築
す
る
手
段
と
し
て
、
軍
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事
領
域
だ
け
で
な
く
、
経
済
や
社
会
文
化
を
含
め
た
総
合
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
取
り
組
み
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
意
味
で
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
、
経
済
共
同
体
や
社
会
文
化
共
同
体
作
り
と
も
深
く
結
び
つ
い
た
構
想

で
あ
る
。

Ｖ
Ａ
Ｐ
に
盛
ら
れ
て
い
る
多
様
な
共
同
行
動
を
実
践
す
る
な
ら
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
を
基
盤
と
し
た

政
治
的
な
民
主
主
義
な
ど
の
国
内
政
治
体
制
の
共
通
化
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
を
阻

害
し
て
き
た
、
主
権
尊
重
や
内
政
不
干
渉
原
則
に
つ
い
て
の
厳
格
な
解
釈
に
も
お
の
ず
と
変
更
が
可
能
に

な
り
、
そ
れ
が
政
治
安
全
保
障
は
も
と
よ
り
経
済
や
社
会
な
ど
の
国
内
問
題
に
関
わ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力

を
前
進
さ
せ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
総
合
的
な
安
全
保
障
を
強
化
で
き
る
と
の
期
待
が
あ
る
。
ま
た
、
個
別
問

題
領
域
で
の
協
力
の
習
慣
を
確
立
し
、
相
互
信
頼
の
醸
成
が
進
む
な
ら
ば
、
国
内
問
題
や
対
外
問
題
を
処

理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
が
他
の
加
盟
諸
国
に
い
っ
そ
う
の
配
慮
を
す
る
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
も
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
に
お
い
て
は
、
国
境
を
越
え
た
諸
問
題
、
加
盟
国
の
内
政
問
題
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
共
同
対
処
能
力
の
強
化
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
リ
ザ
ー
ル
（R

izal 2003

）
は
、
紛
争
予
防
で

の
共
同
対
応
な
ど
多
様
な
分
野
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
よ
る
共
同
行
動
を
提
唱
し
て
い
る
。
第
二
協
和

宣
言
も
総
合
安
全
保
障
の
考
え
方
を
支
持
し
て
い
る
。
Ｖ
Ａ
Ｐ
も
、「
紛
争
予
防｣

、｢

紛
争
解
決｣

、｢

紛
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争
後
の
平
和
構
築｣

な
ど
多
様
な
分
野
に
言
及
し
、
国
境
を
越
え
た
問
題
（
テ
ロ
、
麻
薬
、
人
の
密
輸
な

ど
の
国
境
を
越
え
る
犯
罪
、非
伝
統
的
安
全
保
障
、海
洋
協
力
な
ど
）、加
盟
国
の
国
内
問
題
へ
の
共
同
関
与
（
平

和
維
持
、
紛
争
の
管
理
、
平
和
構
築
）
を
具
体
的
な
共
同
行
動
の
テ
ー
マ
に
挙
げ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
も
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
の
分
野
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
合
意

し
た
（
た
だ
し
、
Ｖ
Ａ
Ｐ
の
「
海
洋
の
協
力
」
と
い
う
項
目
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で
は
「
海
上
の
安
全
保
障
」
と
い
う
表

現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
南
シ
ナ
海
の
領
有
権
争
い
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
伝
統
的
な
安
全
保
障
の
問

題
も
取
り
上
げ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
い
う
事
情
が
作
用
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
）。

国
境
を
越
え
た
脅
威
へ
の
共
同
対
処
能
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
試
み
の
背
景
に
は
当
然
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
が
こ
れ
ら
の
国
境
を
越
え
た
脅
威
へ
の
対
応
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、

よ
り
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
国
境
を
越
え
た
脅
威
へ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
の
集
団
的
な
対

応
能
力
を
強
化
し
な
け
れ
ば
、
域
外
諸
国
に
よ
る
「
介
入
」（
域
外
諸
国
が
独
自
の
判
断
で
東
南
ア
ジ
ア
の

安
全
保
障
問
題
に
取
り
組
み
始
め
る
）
の
危
険
が
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
間
に
共
有

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
は
、
域
外
諸
国
（
大
国
）
の
動
き
と
連
関

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
次
の
節
で
検
討
し
よ
う
。
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四　

ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全
保
障
共
同
体

大
国
関
係
の
変
動
と
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
が
域
外
、
と
く
に
大
国
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
地
域

の
な
か
の
諸
国
の
間
の
関
係
を
対
象
と
す
る
（
国
際
関
係
の
教
科
書
が
教
え
る
）
安
全
保
障
共
同
体
論
と

は
い
さ
さ
か
様
相
を
異
に
す
る
側
面
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
、
広
く
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か
で
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
機
能
と
役
割
を
強
化
す
る
と
い
う
目
的
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
構
想
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
地
域
は
大
国
の
利
害
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
地
域
で
あ
る
。
大
国
の
関

与
を
制
御
し
、
こ
の
地
域
の
国
際
関
係
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
や
自
主
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て

確
保
す
る
か
、
と
い
う
問
題
意
識
と
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

実
際
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
（
大
国
間
関
係
）

が
変
化
す
る
な
か
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
抱
え
る
制
度
的
な
弱
さ
へ
の
懸
念
と
危
機
意
識
で
あ
る
。
国
内
政

治
的
な
困
難
を
抱
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
結
束
が
弱
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か
で
の
Ａ
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Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
国
間
関
係
が
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
反
テ
ロ
の
戦
い
を
続
け
る
ア
メ
リ
カ
は

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
軍
事
的
関
与
を
強
め
、
経
済
を
急
速
に
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
る
中
国
や
イ
ン
ド
も
ア
ジ
ア

の
国
際
関
係
で
存
在
感
を
高
め
、
日
本
も
ま
た
地
域
で
の
安
全
保
障
の
役
割
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
そ
の
一
方
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
新
規
加
盟
国
の
急
速
な
拡
大
に
と
も
な
う
内
部
の
格
差
（
経

済
発
展
の
レ
ベ
ル
や
政
治
経
済
的
な
政
策
志
向
の
相
違
）、
国
内
政
治
状
況
の
流
動
化
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
経

済
発
展
に
と
も
な
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
経
済
の
国
際
的
な
競
争
力
の
低
下
な
ど
の
政
治
経
済
的
困
難
に
直

面
し
た
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
求
心
力
は
低
下
し
、
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
で
の
中
心
性
を
失
い
つ
つ
あ

る
か
に
見
ら
れ
た
。
こ
の
状
況
を
打
開
し
、
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
を
回

復
で
き
な
け
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
は
再
び
大
国
間
関
係
の
変
化
に
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
危
険

が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
に
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
」
の
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
「
東
ア

ジ
ア
」
を
基
盤
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
制
度
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
制
度
の
進
展
に
応

じ
た
制
度
的
な
強
化
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
身
が
図
ら
な
け
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
こ
れ
ら
の
広
域
的
な
地
域

制
度
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
う
危
険
す
ら
存
在
し
た
。
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Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
の
な
か
で
の
域
外
諸
国
と
の
関
係
の
重
要
性
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
文
書
に
良
く
表
れ

て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
文
書
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
文

書
も
そ
の
冒
頭
の
多
く
の
部
分
が
Ａ
Ｒ
Ｆ
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割
の
強
化
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
へ
の
域
外
諸
国
の

署
名
の
慫
慂
な
ど
、
域
外
諸
国
と
の
関
係
に
割
か
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ａ
Ｐ
に
盛
ら
れ
た
内
容
も
、「
域
外
諸

国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
へ
の
署
名
を
促
進
す
る
」、「
南
シ
ナ
海
行
動
宣
言
の
全
面
的
な
履
行
を
促
進
す
る
」、「
Ａ
Ｐ

Ｓ
Ｃ
実
現
を
支
援
す
る
た
め
の
Ａ
Ｒ
Ｆ
の
制
度
強
化
を
図
る
」
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
域
外
諸
国
と
の
関
係

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
Ｖ
Ａ
Ｐ
で
は
、
域
外
諸
国
と
の
関
係
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性

（「
Ａ
Ｒ
Ｆ
は
地
域
安
全
保
障
対
話
の
主
要
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
Ａ
Ｒ
Ｆ
の
主
導
的
な
力
」）
を
強
調

し
、
域
外
大
国
と
の
関
係
を
律
す
る
ル
ー
ル
や
規
範
と
し
て
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
意
義
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
を
実
現
す
る
制
度
を
構
築
す
る
際
に
域
外
諸
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

姿
勢
は
、
二
〇
〇
六
年
に
発
足
し
た
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
動
き
に
も
良
く
表
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
は
発
足
当
初

か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
諸
国
間
の
安
全
保
障
問
題
と
同
時
に
、
域
外
諸
国
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
制
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度
的
に
規
定
す
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

実
際
、二
〇
〇
六
年
の
第
一
回
の
会
合
の
場
で
早
く
も
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
と
域
外
諸
国
の
関
係
が
議
論
に
な
る
。

二
〇
〇
七
年
の
首
脳
会
議
で
域
外
諸
国
と
の
関
係
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
、
同
年
の
第
二
回
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で

は
、
域
外
諸
国
と
の
関
係
に
関
す
る
基
本
原
則
（
コ
ン
セ
プ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
）
が
合
意
さ
れ
、
二
〇
〇
九

年
の
第
三
回
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
に
お
い
て
、「
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
―
参
加
の
原
則
」、
二
〇
一
〇
年
の
第
四
回
Ａ
Ｄ

Ｍ
Ｍ
で
「
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
・
コ
ン
セ
プ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
」
と
題
す
る
文
書
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
文
書
に
盛
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
基
本
的
な
認
識
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。第
一
に
、

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
実
現
の
一
翼
を
担
う
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
に
は
域
外
諸
国
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
人
道
支
援
に
せ
よ
、
災
害
救
援
に
せ
よ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
有
し

て
い
る
人
的
物
的
資
源
に
は
限
界
が
あ
る
。
域
外
諸
国
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
域
外

諸
国
の
有
す
る
人
的
物
的
資
源
を
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
実
現
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
と
域
外
諸
国
を
結
ぶ
新
た
な
制
度
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
は
、
新
た
に
構
想
す
る
制
度
を
通
じ
て
域
外
諸
国
の
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
へ
の
参
加
を
促
し
つ
つ
、「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
」
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
実
現
に
は
大
国
の
関
与
は
必
要
だ
が
、
新
た

な
制
度
を
大
国
が
主
導
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割
が
限
定
さ
れ
る
事
態
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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と
く
に
、
大
国
間
関
係
が
流
動
化
し
、
大
国
間
の
対
立
激
化
も
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
大
国
の
対
立
と
競

争
が
東
南
ア
ジ
ア
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
た
な
制
度
に
お
い
て
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
域
外
諸
国
を
含
む
新
た
な
制
度
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ

プ
ラ
ス
）
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
制
度
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
そ
の
活
動
を
Ｖ
Ａ
Ｐ
実
施
に
限
定
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
は
独
立
し
た
制
度
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ

と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
制
度
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
運
用
や
制
度
の
変
容
に
関
し
て
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
同
意
」
を
必
要
と
す
る
組
織
構
造
を
作
り
、
そ
の
活
動
目
的
が
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
実
現
に
あ
る
こ
と
を
域
外

諸
国
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
の
第
一
回
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
会
合
の
共
同
声
明
を
見
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
狙
い
が
実
現

し
た
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
声
明
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
を
通
じ
て
、
域
外
八
カ

国
（
日
本
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
が
「
東

南
ア
ジ
ア
の
」
平
和
、
安
定
、
発
展
に
貢
献
す
る
う
え
で
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
が
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
第
二
に
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
を
中
心
に
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
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制
度
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
と
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ

ラ
ス
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
あ
り
、
新
規
参
加
な
ど
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
同
意
を
必

要
と
す
る
。
第
三
に
、
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
盛
ら
れ
た
規
範
を
順
守
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
、
主
権
や
内
政
不
干
渉
原
則
の
尊
重
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
で
の
決
定
な
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
組
織

運
営
方
式
が
採
択
さ
れ
た
。
第
四
に
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
の
具
体
的
な
協
力
分
野
に
関
し
て
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
側
の
意
向
が
反
映
さ
れ
、
五
つ
の
非
伝
統
的
安
全
保
障
分
野
で
の
協
力
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

個
別
分
野
ご
と
の
作
業
部
会
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
は
、
Ａ
Ｒ
Ｆ
の
初
期
や
Ｐ
Ｍ
Ｃ
よ
り
も
制
度
化
の
試
み
が
最
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
が
流
動
化
す
る
な
か
で
、
制
度
化
を
通
じ
て
域
外
諸
国
を
よ

り
深
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
枠
組
み
に
関
与
さ
せ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
を
確
保
し
た
い
と
の
願
望
を
反
映

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｃ
の
仕
組
み
に
類
似
し
た
国
防
相
の
会
合
を
域
外
諸
国
と
の
間
で
設

立
す
る
が
、
ア
ジ
ア
の
大
国
間
関
係
の
変
動
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
新
し
い
安
全
保
障
の
取
り
組
み
を
促
す
の

は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
こ
れ
ま
で
も
環
境
の
変
動
に
対
し
て
新
た
な
制

度
的
対
応
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
米
中
和
解
や
日
中
正
常
化
な
ど
の
大
国
間
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関
係
の
変
化
を
受
け
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
平
和
自
由
中
立
地
帯
（
Ｚ
Ｏ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｎ
）
構
想
を
打
ち
出
し
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
、
統
一
ベ
ト
ナ
ム
の
出
現
、
中
ソ
対
立
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
波
及
の
懸
念
な
ど
を
受

け
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
締
結
し
、
協
和
宣
言
に
合
意
し
た
。
ま
た
、
冷
戦
終
結
後
の
国
際
関
係
の
流
動
化
、
不

透
明
性
の
高
ま
り
に
対
応
す
べ
く
、
Ａ
Ｒ
Ｆ
の
設
立
を
主
導
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
も
ま
た
、
こ
う
し
た
地
域

の
大
国
間
関
係
の
変
動
に
強
く
促
さ
れ
た
構
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

五　

課
題
と
展
望

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
構
想
は
、
国
際
関
係
論
の
テ
キ
ス
ト
が
指
摘
す
る
原
初
的
な
形
態
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
加
盟
諸
国
間
に
不
戦
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
目
的
と
同
時
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
域
外
諸
国
と
の
間
に

新
た
な
関
係
を
構
築
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
導
性
を
確
保
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安

定
を
目
指
そ
う
と
す
る
構
想
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
国
家
間
の
関
係
を
律
す
る
規
範
と
し
て
の
武
力

不
行
使
規
範
が
加
盟
国
の
（
お
も
に
エ
リ
ー
ト
層
の
）
間
で
共
有
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
や
人

権
な
ど
の
国
内
政
治
的
価
値
の
共
通
性
を
確
保
し
、
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
直
面
す
る
国
内
問
題
や
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国
境
を
越
え
た
諸
問
題
へ
の
共
同
対
応
能
力
を
高
め
、
そ
れ
を
通
じ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
結
束
と
信
頼
醸
成

を
高
め
、
も
っ
て
「
不
戦
共
同
体
」
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
国
内
制
度
的
基
盤
を
強
化
し
、
大
国

間
関
係
が
激
し
く
変
動
す
る
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
な
か
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
機
能
と
役
割
を
強
化
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
実
質
的
な
協
力
の
進
展
を
妨
げ
て
き
た
、
主
権
の
尊

重
や
内
政
不
干
渉
原
則
に
つ
い
て
の
厳
格
す
ぎ
る
解
釈
の
変
更
を
も
促
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
と
い
え
よ

う
。Ａ

Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
も
と
よ
り
、
広
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
実
現
に
と
っ
て
も
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
域
外

諸
国
の
関
係
を
律
す
る
制
度
を
強
化
す
る
う
え
で
も
、
リ
ベ
ラ
ル
な
規
範
に
基
づ
く
国
内
制
度
の
調
和
・

共
通
化
は
重
要
で
あ
る
。
本
章
が
分
析
し
た
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
を
よ
り
高
い
次
元
に
引
き
上
げ

る
に
は
、
国
内
の
政
治
社
会
制
度
の
共
通
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
結
束
を
基
盤
に
大
国
間
の

競
争
と
対
立
が
激
化
す
る
前
に
大
国
間
関
係
を
自
ら
制
御
し
よ
う
と
試
み
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
し
た

多
様
な
地
域
制
度
を
構
築
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
規
制
力
の
弱
い
制
度
で
あ
る
。
こ
れ

は
国
際
関
係
の
パ
ズ
ル
で
も
あ
る
。
一
般
に
力
の
弱
い
側
は
強
い
制
度
を
作
る
こ
と
で
大
国
が
剥
き
出
し

の
力
を
行
使
す
る
余
地
を
制
度
に
よ
っ
て
制
約
し
よ
う
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
こ
う
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し
た
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た
（
と
り
得
な
か
っ
た
）
主
た
る
理
由
は
、
強
い
国
際
制
度
に
対
応
し
た
国
内

制
度
的
基
盤
を
各
国
が
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
強
い
地
域
制
度

の
構
築
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
国
内
制
度
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
日
に
あ
っ
て
そ
れ
は
、
リ

ベ
ラ
ル
な
価
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
構
想
の
具
体
化
や
憲
章
の
作
成
を
め
ぐ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
の
対
立
が
示
す
よ
う
に
、
国
内

政
治
的
価
値
の
共
有
や
共
同
対
処
能
力
の
強
化
を
通
じ
て
の
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
構
築
と
い
う
構
想
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
抵
抗
に
出
会
っ
て
い
る
。
Ｖ
Ａ
Ｐ
の
履
行
も
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
開
催
な
ど
を
除
く
と
実
質
的
な
進
展
は

遅
々
と
し
て
い
る
。
Ｖ
Ａ
Ｐ
に
盛
ら
れ
た
諸
項
目
が
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
全
保
障
協
力
の
基
盤
に
な

る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
具
体
的
な
青
写
真
は
ま
だ
見
え
な
い
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
提
唱
者
自

ら
が
「
二
〇
一
五
年
ま
で
に
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
認
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
構
想
の
提
唱
国
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
最
近
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
遅
々
と
し
た
歩
み
に
失
望

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
Ｇ
20
な
ど
の
大
国
間
外
交
に
よ
り
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
議
論

も
出
て
い
る
。
他
方
で
、
Ｇ
２
（
米
中
）、
ア
ジ
ア
版
Ｇ
３
（
日
米
中
）、
Ｇ
４
（
日
米
中
印
）、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
首
相
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ッ
ド
に
よ
る
大
国
協
調
の
仕
組
み
作
り
を
目
指
し
た
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同

体
構
想
」
な
ど
、
変
動
す
る
大
国
間
関
係
を
制
御
す
る
新
し
い
地
域
的
枠
組
み
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
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い
る
。
こ
う
し
た
大
国
間
の
仕
組
み
作
り
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
間
に
危
機
感
を
醸
成
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
形
成
の
速
度
を
速
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
今
後
の
着
目
点
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
紛
争
の
激
化
も
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
実
現
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
域
内
諸

国
間
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
規
範
の
強
化
を
目
指
す
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
、
当
面
す
る
課
題
の

ひ
と
つ
が
タ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
間
の
国
境
紛
争
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
両
国
の
国
境
に
あ
る
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
寺
院
（
プ
レ
ア
・
ヴ
ィ
ヒ
ア
寺
院
）
周
辺
の
土
地
を
め
ぐ
る
係
争
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
八
年
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
同
寺
院
の
世
界
遺
産
登
録
を
申
請
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
再
燃
し
た
。
両
国
が
紛
争
地
域
に
軍

隊
を
展
開
し
、
二
〇
一
〇
年
は
じ
め
に
散
発
的
な
銃
撃
戦
が
発
生
し
、
そ
の
後
一
時
的
に
緊
張
緩
和
の
兆

し
も
見
え
た
が
再
び
緊
張
が
高
ま
り
、
二
〇
一
一
年
の
二
月
以
降
、
再
び
戦
闘
が
繰
り
拡
げ
ら
れ
、
双
方

に
死
傷
者
が
出
た
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紛
争
に
は
両
国

の
国
内
政
治
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
打
開
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
こ
の
紛
争
は
、
設
立
以
来
加
盟
国
が
直
接
軍
事
的
な
衝
突
に
至
っ
た
は
じ
め
て

の
事
例
で
あ
り
、
こ
の
紛
争
が
放
置
さ
れ
る
な
ら
ば
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
設
立
に
向
け
て
の
動
き
を
阻
害
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
紛
争
は
、
加
盟
諸
国
間
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
向
け
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
結
束
し
て
事

態
の
改
善
に
貢
献
で
き
る
か
を
試
す
事
例
で
も
あ
る
。
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国
力
に
劣
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
こ
の
問
題
を
「
国
際
化
」
し
、
自
国
の
立
場
を
高
め
よ
う
と
し
て
、
国
連

や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
仲
介
と
調
停
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
タ
イ
政
府
は
二
国
間
の
交
渉
に
よ
る
問

題
解
決
を
主
張
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
長
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
紛
争
解
決
の
外
交

工
作
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
紛
争
予
防
や
紛
争
解
決
を
目
標
に
掲
げ
る
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
今
後
を
占
う

試
金
石
で
も
あ
る
。
ま
た
、
近
年
Ｇ
20
に
参
加
す
る
な
ど
国
際
社
会
で
も
役
割
を
高
め
て
い
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
外
交
能
力
が
問
わ
れ
る
案
件
で
も
あ
る
。
仮
に
こ
の
紛
争
が
長
期
化
す
る
と
な
る
と
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
外
交
的
な
威
信
が
傷
つ
く
可
能
性
も
あ
る
。

南
シ
ナ
海
問
題
も
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
結
束
し
た
問
題
解
決
能
力
が
試
さ
れ
る
事
案
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
、
二
〇
〇
二
年
に
合
意
し
た
「
南
シ
ナ
海
行
動
宣
言
」
の
履
行

に
向
け
て
、
今
後
の
協
力
の
在
り
方
を
定
め
た
八
項
目
の
「
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
に
合
意
し
た
。
た

だ
こ
の
指
針
に
は
、「
漸
進
的
な
実
施
」、「
自
主
的
な
参
加
」、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
決
定
」
な
ど
が

盛
ら
れ
て
お
り
、
最
終
的
な
目
的
と
し
て
行
動
規
範
作
り
が
合
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
法
的
な
拘
束
力

を
有
し
た
行
動
規
範
が
短
期
間
の
う
ち
に
締
結
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
に
は
、
同
国
が
議
長
を
務
め
る
二
〇
一
一
年
中
に
行
動
規
範
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
草
案
の

策
定
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
の
声
も
強
い
が
、
今
後
、
中
国
の
外
交
攻
勢
に
対
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
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各
国
の
立
場
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
結
束
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
中
国
に
よ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
分
断
」

の
動
き
に
翻
弄
さ
れ
る
の
か
、
南
シ
ナ
海
問
題
を
め
ぐ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
の
動
き
は
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
行

方
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
結
束
力
が
低
下
し
た
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
に
関
し
て
も
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
他
の
合
意
と
同
じ
運
命
を
辿
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
は
根
強
い
。
つ
ま
り
、
決
意
や

構
想
は
大
胆
だ
が
実
行
力
が
弱
い
と
い
う
批
判
と
失
望
で
あ
る
。
確
か
に
そ
う
し
た
懸
念
に
は
根
拠
が
あ

る
。
し
か
し
同
時
に
、
本
書
の
「
ま
え
が
き
」
や
第
一
章
の
山
影
論
文
な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
域
内
諸
国
の
利
害
調
整
に
苦
慮
し
、
制
度
的
な
弱
さ
を
抱
え
な
が
ら
も
地
域
制
度
と
し
て

発
展
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に
寄
与
し
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
章
の
大
庭
論

文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、東
ア
ジ
ア
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
制
度
作
り
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
設
置
の
経
緯
な
ど
を
見
る
限
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
域
制
度
形
成
能
力
は
必
ず
し
も

弱
体
化
し
て
は
い
な
い
。
実
際
、
類
似
の
地
域
制
度
の
構
想
は
こ
れ
ま
で
も
日
本
や
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
の
諸
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス

と
い
う
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
最
初
の
国
防
相
会
議
の
設
置
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
提
案
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
し
た
。
こ
の
意
味
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
域
制
度
形
成
と
運
用
の
能
力
に
は
引
き
続
き
注
目
す
る
必
要
が
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第2章　ASEAN政治安全保障共同体に向けて

あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
制
度
を
め
ぐ
る
競
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
共
同

行
動
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
は
、
引
き
続
き
ア
ジ
ア
政
策
の
中
心
命
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ

う
。「

パ
ク
ス
・
ア
セ
ア
ー
ナ
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
し
た
地
域
の
平
和
と
安
定
）
の
到
来
」
や
「
地
域
秩
序

の
番
人
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
と
い
っ
た
、
膨
ら
ん
だ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
を
過
大
に
評
価
す
る
議
論
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
同
時
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
弱
点
の
み
を
指
摘

す
る
こ
と
も
適
切
で
は
あ
る
ま
い
。
多
様
な
利
害
を
抱
え
な
が
ら
、
大
国
政
治
が
激
し
く
変
動
す
る
な
か

で
対
外
関
係
を
調
整
し
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
苦
悩
と
潜
在
的
可
能
性
を
冷
静
に
観
察
し
、
今
後
さ
ら

に
変
動
す
る
で
あ
ろ
う
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
国
際
関
係
の
な
か
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割
の
可
能
性
と
限
界

を
理
解
す
る
努
力
が
大
事
で
あ
ろ
う
。






